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2020年から COVID-19による感染拡大に伴い諸外国ではロックダウンなどの政策が行われた。一方で SNSを用い

た公衆衛生の情報収集を目的とした利用者が増加し、先行研究では SNSデータを利用したセンチメント分析は効

果的な公衆衛生の政策を行うための世論の把握に役立つと指摘している。そこで本研究では日本で施行された緊

急事態宣言による国民の感情の変化についてセンチメント分析を行うことで明らかにし、世論の動向を把握する

ことを目的とする。 本研究では NTTデータ社「なずきのおと」により日本における1回目の緊急事態宣言の前後

約2週間である2020年3月23日から4月21日を対象に「コロナ」、「 COVID-19」、「新型肺炎」のキーワード

含む Tweetデータを対象とした4,894,009件を用いて日別ごとの処理を行った。センチメント分析には

Tweetデータを単語ごとにベクトル化する処理を行い、感情辞書の単語にはクラスター分析の1つである Fuzzy-C-

Means法を採用し、怒り、悲しみ、驚き、嫌悪、心配、信頼、喜びの7つの感情クラスターを設定した。次に感情

クラスターの中心点と単語ベクトルで処理された Tweetがどの感情に一番近いかをベクトル距離の算出をし

た。分析の結果、対象とした期間内における Tweet全体による感情の割合は心配(21.5%)、信頼(17.7%)、嫌悪

(15.9%)、喜び(13.7%)、悲しみ(11.0%)、怒り(10.3%)、驚き(9.8%)となり、時系列による感情分析では緊急事態

宣言発令日で嫌悪の感情値の割合が86.6%であった。本研究の結果から、日本における緊急事態宣言による公衆

衛生の介入は SNS上において一般市民の感情の変化に影響する可能性が高いことが示唆され、公衆衛生の介入に

対しての一般市民への影響、世論の反応をタイムリーに把握するための資料提供となると考える。
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Abstract 

With the spread of COVID-19, Study of Sentiment analysis to examine the public's concerns and feelings about 

COVID-19 are increasing. In this study, we conduct a sentiment analysis on Japan to identify changes and trends in 

sentiment toward COVID-19. We conducted a daily analysis using 4,894,009 tweets of Twitter data including the 

keywords "corona(コロナ)," "COVID-19," and "new pneumonia(新型肺炎)" for the period from March 23 to April 

21, 2020, which is approximately two weeks before and after the first declaration of a state of emergency in Japan. 

We also processed Tweet data into vectors for each word, and employed the Fuzzy-C-Means method, a type of 

cluster analysis, for the words in the sentiment dictionary, and set up seven sentiment clusters (Negative: anger, 

sadness, surprise, disgust, Neutral: Anxiety, Positive: trust, and joy), and conducted sentiment analysis divided into 

Tweet groups and retweet groups. The results of the analysis showed a mixture of positive (joy) and negative 

(Anxiety, disgust) emotions. In addition, the retweet group tended to post significantly more negative content. It is 

thought that the increase in negative feelings associated with the spread of COVID-19 infection and the feelings of 

expectation for infection prevention measures due to the declaration of a state of emergency prompted the increase 

in positive values, and it is thought that topics related to COVID-19 tend to spread negative content. 

Keywords: COVID-19, Sentiment analysis, Twitter 

1. 緒論・目的 
2019 年 12 月に中国湖北省で発生した新型コロナウイルス

感染(COVID-19)により諸外国ではロックダウンによる強い行

動規制が行われ一般市民への精神的な悪影響が指摘され

た 1)。一方 COVID-19 の感染拡大以降テキスト情報から個人

の抱く感情を分析するセンチメント分析を用いることにより、個

人の心理学的変化や国民の懸念内容を反映させ公衆衛生、

公共政策への情報提供が行われている。 

本研究では SNS データを用いたセンチメント分析を、日本

語ユーザーを対象に行いCOVID-19の感染拡大初期に対す

る一般市民の感情、および動向を検証する。 

2. 方法 

2.1 使用データ 
 本研究では日本における緊急事態宣言発令から前後約 2

週間の 2020 年 3 月 23 日 00:00:00 から 2020 年 4 月 21 日

23:59:59 を対象に「コロナ」、「COVID-19」、「新型肺炎」のキ

ーワードを含む日本語データを対象とした 4,997,353件のラン

ダムサンプリングによる Twitter 投稿データを使用した。デー

タの前処理としてテキストデータの処理に対応できない記号

を含む Twitter データとハッシュタグ(例：#コロナ)、URL のみ

のテキストデータを削除し、計 4,965,100件とした。 

2.2 テキストデータ処理 
 センチメント分析を行うにあたり、初めにテキストデータの形

態素解析を行った。形態素解析は語句の境界判別を行い、

文章を構成する文法的に意味を持つ最小の単位を決定する

処理であり、本研究では日本語形態素解析オープンソースの

MeCab(ver0.996) と新語表現に対応した mecab-ipadic-

NEologd2) を導入し形態素解析を行った。 

 次に解析処理後のテキストデータに Word2Vec を用いたベ

クトル化を行った。Woud2Vec は単語の意味を低次元のベクト

ルにより表現するモデルであり、これにより自然言語処理にお

ける類似語の抽出や単語の意味上の計算が可能となる。 

2.3 センチメント分析 
本研究では JIWC-Dictionary(日本語感情表現辞書)3)から

怒り、心配、嫌悪、悲しみ、驚き、信頼、喜びの 7 種類の感情

を設定し 、辞書に含まれる単語を用いて Fuzzy-C-

Means(FCM)法によるクラスタリングを行うことで 7 つの感情ク

ラスターを設定した(図 1)。FCM法は主観的なあいまいさを扱

うための枠組みであるファジィ理論に基づいた非階層型クラ

スタリングの 1 つであり、対象としたデータに対してそれぞれ

のクラスターへの所属度を表すパラメータを用いることにより

各クラスターの対してどの程度属するかを算出する。これによ

り感情などの曖昧性を含む単語の分類に対して FCM 法を用

いることで詳細な分類を可能にしている。 

図 1  感情辞書単語例 

 センチメント分析全体の経路図を図 2 にまとめた。テキスト

データのベクトル化により各 Tweet のベクトル座標を作成し、
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FCM 法により生成した感情クラスターの重心ベクトルとの距

離計算を行い、最もベクトル距離の小さい値をそのツイートの

感情として決定した。また、本研究におけるセンチメント分析

全般においてはプログラミング言語である Python(3.9.4)を用

いて行った。 

 

図 2 センチメント分析全体の経路図 

本研究におけるセンチメント分析を 2 つの方法により検証

を行った。1 つ目は緊急事態宣言発令日(2020 年 4 月 7 日)

からの前後約 2週間を分け、感情値 7種類の割合を日ごとに

求め、緊急事態宣言発令前後における感情値の割合を算出

した。 

2 つめは抽出した Twitter データをユーザー本人が投稿し

た Tweet 群と、拡散を目的とした自身または他ユーザーの投

稿を再度投稿する Retweet(RT)群に分け、感情値を

Positive(信頼、喜び)と Negative(怒り、心配、嫌悪、悲しみ)に

分類した日ごとの集計値を用いて群ごとの比較検討を行った。

また、2 つの検証方法ともに統計ソフト JMP(16.0)を用いて

Mann-Whitney U test を行った。 

3. 結果・考察 
はじめに緊急事態宣言発令前後における感情値の変化に

関して表 1 に示す。センチメント分析全体の結果 Positive が

Tweet群において前後の期間でそれぞれ41.7%,33.3%と高い

割合である一方で Negative に該当する心配、嫌悪の感情が

Tweet 群、RT 群の両方で高い割合を占めていた。対象期間

においては COVID-19の感染拡大初期における Negativeな

感情の上昇と同時に緊急事態宣言による感染拡大防止策へ

の期待の感情が Positiveの割合の上昇に影響していたことが

考えられる。英語ユーザーを対象としたセンチメント分析の結

果においても感染拡大初期において可能性のある政策への

期待による Positiveな感情と未知の感染症への恐怖に対する

Negativeな感情が同時に高値を示している 4)。 

表 1 センチメント分析全体の結果 

次に Tweet 群と RT 群に分けた感情値の検討について日

ごと感情値の割合を Mann-Whitney U test により検討した結

果を表 2に示す。緊急事態宣言発令前後 2週間においてRT

群が Tweet 群よりも Negative な内容を投稿する傾向が有意

にみられた(発令前:r=0.29,p=0.02, 発令後:r=0.40,p=0.002)。

感染拡大初期の段階においては COVID-19に関する内容は

Negative な感情を含む投稿を拡散させる傾向が考えられ、先

行研究では英語圏ユーザーを対象とした COVID-19 の感染

拡大初期段階において RT による投稿は否定的な内容が多

いことを指摘している 5)。 

表 2 Tweet 群、RT 群による検討 

本研究の限界点として分析対象として使用した Twitter ユ

ーザーの年齢層には偏りがある。そのため本研究における結

果は必ずしも国民全体を代表するものではない可能性が考

えられる。また使用した Tweet データには位置情報は含まれ

ていないため、都道府県によって母集団が不均一なサンプル

である場合がある。次にセンチメント分析による感情は 7 種類

のうちの 1 つに決定していることから複数の感情が考えられる

場合や設定した感情に該当しない場合を考慮できていない。 

4. 結論 
 日本における 1回目の緊急事態宣言発令前後を対象とした

センチメント分析を行った結果、COVID-19 の話題において

は Positive な感情と Negative な感情が同時に混在している

一方、情報を拡散させる目的である RTには Negativeな内容

を含む投稿が多い傾向にあることがわかった。したがって今

後感情値の結果を踏まえたコミュニケーションの分析を行うこ

とで一般市民の懸念内容を調査する必要があると考える。 
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